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プログラム
第1日目　6月29日（土）

10：00～12：00　第25回研修セミナー（企画委員会主催） 座長：辻井  正次（中京大学）

  　『発達障害における感覚処理特性の把握と支援』
   講師：萩原　  拓（北海道教育大学旭川校特別支援教育分野）

12：45　　　　開会あいさつ
   大会長：小林  潤一郎（明治学院大学心理学部教育発達学科）

12：50～13：40　一般演題A ─診療・支援プログラム─　4 題
座長：北山  真次（姫路市総合福祉通園センター）

井上  祐紀（東京慈恵会医科大学）

 A-1 児童心理治療施設における医療ニーズについて
	 	 ─一施設での実状からの検討─
   小石  誠二

	 	 	 川崎こども心理ケアセンターかなで

 A-2 医療機関におけるペアレントメンター相談の実績と課題
   細田  千佳，汐田  まどか，渡邊  佳代子，山木  百恵

	 	 	 鳥取県立総合療育センター小児科

 A-3 思春期における発達障害を対象としたソーシャルスキルプログラムの効果
	 	 ─集団適応および他者理解の観点から─
   佐久間  隆介 1），竹内  具子 1），内田  彩子 1），五十嵐  一枝 1,2）

	 	 	 1）白百合女子大学発達臨床センター
	 	 	 2）白百合女子大学

 A-4 ICF情報把握･共有システムを活用した支援が早期療育にもたらす効果
   安達  　潤 1），吉川　  徹 2）

	 	 	 1）北海道大学大学院教育学研究院
	 	 	 2）愛知県医療療育総合センター中央病院子どものこころ科

13：40～14：40　基調講演� 座長：小林  潤一郎（明治学院大学）

  　『学童期・思春期の発達障害の子どもたちへの医療の関わり』
   講師：本田  秀夫（信州大学医学部子どものこころの発達医学教室/信州大学医学部附属病院子どものこころ診療部）

14：55～15：55　教育講演1� 座長：広瀬  宏之（横須賀市療育相談センター）

  　『発達障害のある子どもの学校教育の現状と医療に期待すること』
   講師：笹森  洋樹（独立行政法人国立特別支援教育総合研究所発達障害教育推進センター）
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16：10～17：00　一般演題B ─評価─　4 題
座長：若宮  英司（藍野大学）

海野  千畝子（兵庫教育大学）

 B-1 日本の発達障害児の認知特性評価へのCognitive Assessment System Second 
	 	 Edition（CAS2）の適用に関する予備的検討
   岡崎  慎治 1），中野  泰伺 2），奥村  香澄 3）

	 	 	 1）筑波大学人間系
	 	 	 2）筑波大学大学院人間総合科学研究科
	 	 	 3）名寄市立大学

 B-2 修正18～24ヶ月のNICU退院児における感覚特性の検討
   村尾  真理子 1），前山  花織 1），万代  ツルエ 1），高木  康子 2），加藤  　威 3），岡田  由香 4），
   溝渕  雅巳 5），北山  真次 6），冨岡  和美 1），永瀬  裕朗 1），森岡  一朗 7），高田  　哲 2），
   西村  範行 1,2）

	 	 	 1）神戸大学大学院医学研究科小児科学分野
	 	 	 2）神戸市総合療育センター
	 	 	 3）神戸市西部療育センター
	 	 	 4）神戸市東部療育センター
	 	 	 5）静岡県立こども病院こころの診療センター
	 	 	 6）姫路市総合福祉通園センター
	 	 	 7）日本大学医学部小児科学分野

 B-3 3歳までの両親の育児感情と青年期の子どもの精神的健康の関連
	 	 ─父親の育児参加関連要因，両親のコミュニケーション・スタイルの視点から─
   畑  久美子 1），松嵜  くみ子 2）

	 	 	 1）さいたま市総合療育センターひまわり学園
	 	 	 2）跡見学園女子大学

 B-4 「子どもが暴れる」をとりまく“関係性の問題”に関する仮説モデルの提案
   牛田  美幸，竹森  昌子

	 	 	 国立病院機構四国こどもとおとなの医療センター児童心療内科

17：00～17：50　一般演題C ─教育と医療1─　4 題
座長：柴田  光規（川崎西部地域療育センター）

小林　  玄（東京学芸大学）

 C-1 「教育と医療の連携」に関する教員へのアンケート調査
   西村　  一

	 	 	 総合守谷第一病院
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 C-2 横浜市における教育と医療の連携─多職種専門家による合同カンファレンス─
   高木  一江 1），原　  郁子 2），岩佐  光章 2），今井  美保 3），石塚  丈広 4），小林  潤一郎 5），
   近藤  幸男 6）

	 	 	 1）横浜市中部地域療育センター
	 	 	 2）横浜市総合リハビリテーションセンター
	 	 	 3）横浜市西部地域療育センター
	 	 	 4）地域療育センターあおば
	 	 	 5）明治学院大学
	 	 	 6）横浜市立鴨志田中学校

 C-3 発達障害児の就学移行期支援のための小学校生活疑似体験グループ・
	 	 プログラム“こぐまのがっこう”の効果─保護者の評価から─
   宮本  明日香，白川  園子，濱中　  円，北垣  千恵，清水　  歩，前川  美波子，
   山田  和孝

	 	 	 やまだこどもクリニック

 C-4 教師による心理予防教育OKS実施効果の報告
   三尾  眞由美

	 	 	 千葉大学大学院医学研究院

17：55～ 18：35　旧理事会・旧代議員総会 （2号館1階　2201教室）

18：45～ 20：30　懇親会 （本館10階　大会議場）
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プログラム
第2日目　6月30日（日）

8：20～9：25　  臨時代議員総会・新理事会・新代議員総会（2号館1階　2201教室）

9：40～10：30　一般演題D ─LD・ADHD─　4 題
座長：渡部  泰弘（秋田県立医療療育センター）

関  あゆみ（北海道大学）

 D-1 乳児期に左頭頂葉損傷を認め，読み書き障害を呈した1例
   福井  美保 1,2），島川  修一 2），若宮  英司 3），玉井  　浩 1）

	 	 	 1）大阪医科大学小児高次脳機能研究所
	 	 	 2）大阪医科大学小児科
	 	 	 3）藍野大学医療保健学部看護学科

 D-2 「療育機関で診断したLD」の臨床的特徴
   今井  美保 1），岩佐  光章 2），原　  郁子 2）

	 	 	 1）横浜市西部地域療育センター
	 	 	 2）横浜市総合リハビリテーションセンター

 D-3 Guanfacineにより改善が得られたADHDに併存した夜尿症の2例
   大橋　  圭

	 	 	 JA愛知厚生連海南病院小児科

 D-4 発達についての困りごとを主訴に受診した幼児のフェリチン値の検討
   江尻  勇樹，有本　  潔，木実谷  哲史

	 	 	 島田療育センター小児科

10：30～11：30　教育講演2� 座長：古荘  純一（青山学院大学）

  　『スウェーデンの教育現場における医療専門職の役割
	 	 　─神経発達症群の支援にかかわる学校医の活動を中心に─』
   講師：小野  次朗（明星大学発達支援研究センター）

11：50～12：50　ランチョンセミナー（2 号館 2 階　2302 教室）
座長：平谷  美智夫（平谷こども発達クリニック）

  　『報酬系からADHDや愛着障害の脳を科学する』
   講師：友田  明美（福井大学子どものこころの発達研究センター発達支援研究部門）

   協賛：ヤンセンファーマ株式会社
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11：50～12：50　ランチョンセミナー（2 号館 2 階　2301 教室）
座長：原　  郁子（横浜市総合リハビリテーションセンター）

  　『コラボ教室における適応困難な子どもの強み（才能）を生かす
	 	 　教育実践』
   講師：岡田  克己（横浜市立仏向小学校）

13：00～13：10　 新理事長あいさつ

  　第122回大会長あいさつ
  　友田  明美（福井大学子どものこころの発達研究センター発達支援研究部門）

13：10～15：10　シンポジウム

　　　　　　【子どもの学校生活にかかわる医療
　　　　　　　─診療の質を高めることと学校精神保健への関与─】
� 座長：小石  誠二（川崎こども心理ケアセンターかなで）

小林  潤一郎（明治学院大学）

  　話題提供：

　　　　　　　『療育センターにおける学校支援事業について』
   講師：齊藤  共代（横浜市北部地域療育センター）

　　　　　　　『家庭や学校とともに取り組む評価と支援
　　　　　　　　─視覚障害と発達障害を重複する子どもに関して─』
   講師：東江  浩美（国立障害者リハビリテーションセンター病院リハビリテーション部）

　　　　　　　『教育と保育と医療の壁は高くない！？
　　　　　　　　─5歳児健診事業と子ども発達支援センター所属の教員が
　　　　　　　　子ども支援を円滑にする─』
   講師：小林  穂高（名張市立病院小児科/関西医科大学地域小児医療支援講座）

  　指定討論：

   近藤  幸男（横浜市立鴨志田中学校）
   高木  一江（横浜市中部地域療育センター）
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15：25～16：15　一般演題E ─教育と医療2─　4 題
座長：米山　  明（心身障害児総合医療療育センター）

遠藤  明代（佐々総合病院）

 E-1 特別支援学級と通常級に就学した小児の言語発達を比較しての考察
   大口  恵子，有本　  潔，木実谷  哲史

	 	 	 島田療育センター

 E-2 児童精神科と学校との連携（1）─発達障害のある男児の不適応解消のために
	 	 学校に出向いて行動観察を行った一例─
   金　  樹英，川渕  竜也，篠原  あずさ，鈴木  繭子，田中  里実，田島  世貴，
   西牧  謙吾

	 	 	 国立障害者リハビリテーションセンター病院

 E-3 児童精神科と学校との連携（2）─症例報告：視覚障害・知的障害・
	 	 自閉スペクトラム症重複事例─
   田島  世貴，東江  浩美，金　  樹英，鈴木  繭子，田中  里実，篠原  あずさ，川渕  竜也，
   西牧  謙吾

	 	 	 国立障害者リハビリテーションセンター病院児童精神科

 E-4 児童精神科と学校との連携（3）─特別支援学校在籍症例の紹介経路および
	 	 主訴の変化について─
   鈴木  繭子，田中  里実，田島  世貴，金　  樹英，篠原  あずさ，川渕  竜也，東江  浩美，
   西牧  謙吾

	 	 	 国立障害者リハビリテーションセンター病院第三診療部

16：15～17：15　会長講演� 座長：小林  繁一（静岡県立こども病院）

  　『発達障害医療は子どもの学校生活にどうかかわるか？
	 	 　─教師とともに子どもの学びを支える医療を目指して─』
   講師：小林  潤一郎（明治学院大学心理学部教育発達学科）

17：15～17：20　閉会あいさつ


